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宮
古
史
を
初
め
て
体
系
化
し
た 

慶
世
村
恒
任
著
書
・
論
考
・
年
譜 

仲
宗
根 

將
二 

 

 

慶
世
村
恒
任
は
首
里
系
英
俊
氏
の
後
裔
で
あ
る
。
家
譜
は

い
ま
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
慶
世
村
が
宮
古
史

を
初
め
て
体
系
化
し
た
著
書
『
宮
古
史
伝
』（
一
九
二
七
年
刊
）

は
、
首
里
系
英
氏
の
支
流
と
記
し
て
い
る
。
か
な
り
詳
細
に

わ
た
っ
て
紹
介
し
て
お
り
、『
史
伝
』
執
筆
当
時
「
家
譜
」
が

存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。 

英
氏
は
英
祖
王
の
末
裔
と
伝
え
ら
れ
る
渡
慶
次
里
之
子
重
張
が
秋
嶺
王
姫
真

嘉
戸
樽
金
按
司
を
娶
っ
た
の
に
始
ま
る
と
い
う
。
三
世
重
孝
は
向
氏
羽
地
王
子

朝
秀
と
と
も
に
総
奉
行
職
に
あ
っ
た
が
、
康
熙
三
甲
辰
（
一
六
六
四
）
年
十
月

十
三
日
、「
慶
賀
王
舅(

国
使)

」
と
な
っ
て
大
嶺
親
雲
上
と
と
も
に
中
国
に
渡
っ

た
。
梅
花
の
沖
で
嵐
に
あ
っ
て
遭
難
し
た
さ
い
、
清
国
皇
帝
へ
の
献
上
品
で
あ

る
金
壷
が
盗
ま
れ
た
。
そ
の
罪
科
に
よ
っ
て
康
熙
六
年
五
月
二
十
一
日
処
刑
さ

れ
た
。
そ
の
子
重
祐
は
父
の
罪
科
に
連
座
、
同
月
二
十
三
日
宮
古
に
流
罪
と
な
っ

た
。
謫
居
十
年
、
重
祐
は
罪
を
許
さ
れ
て
中
山
に
帰
え
り
、
父
の
後
を
次
い
だ
。

英
氏
の
名
乗
頭
は
初
め
「
重
」
で
あ
っ
た
が
、
王
命
に
よ
っ
て
重
祐
の
子
か
ら

「
恒
」
に
改
め
ら
れ
た
。
重
祐
は
宮
古
謫
居
中
、
野
崎
邑
の
山
戸
筑
の
ム
ス
メ

真
牛
を
娶
っ
て
、
男
子
二
人
を
も
う
け
て
い
た
。
兄
を
加
那
渡
名
喜
、
弟
を
渡

名
喜
と
名
付
け
た
。
弟
渡
名
喜
は
長
じ
て
英
俊
氏
を
称
し
、
恒
充
と
名
乗
っ
て

洲
鎌
与
人
ま
で
な
っ
た
。
英
俊
氏
は
こ
の
恒
充
に
始
ま
る
と
い
う
。 

 

稲
村
賢
敷
は
そ
の
著
『
宮
古
島
庶
民
史
』（
一
九
五
七
年
刊
）
の
な
か
で
、
家

譜
の
写
し
と
し
て
、「
長
子
（
康
熙
十
二
年
生
）
は
百
姓
と
な
っ
て
野
崎
村
に
住

み
、
其
の
子
孫
は
野
崎
村
及
七
原
部
落
に
多
い
、
次
男
（
同
十
五
年
生
）
は
父

に
従
っ
て
上
国
し
名
を
恒
充
と
改
め
て
官
職
に
就
き
宮
古
英
俊
氏
の
始
祖
と
な

る
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
久
松
の
口
碑
と
し
て
、
重
祐
の
妻
と
な
っ
た
ム

ス
メ
は
「
う
し
」
と
い
い
、
家
号
は
「
上
仁
屋
（
う
い
に
や
）」
で
、
古
代
に
中

国
か
ら
渡
来
し
た
と
い
う
七
人
兄
弟
の
由
緒
あ
る
家
柄
だ
と
も
記
し
て
い
る
。 

宮
古
三
間
切
（
平
良
・
下
地
・
砂
川
）
の
歴
代
頭
一
一
〇
人
の
う
ち
英
俊
氏

か
ら
は
五
人
で
て
い
る
。
恒
道
、
恒
盛
、
恒
長
、
恒
嘉
、
恒
慶
の
五
人
で
、
い

ず
れ
も
屋
号
（
住
所
）
は
、「
前
ヒ
ヤ
」
で
あ
る
。
な
か
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る

の
は
乾
隆
二
十
七
～
三
十
三
（
一
七
六
二
～
六
八
）
年
ま
で
平
良
の
頭
（
平
良

大
首
里
大
屋
子
）
を
つ
と
め
た
恒
道
（
童
名
三
良
）
で
あ
る
。 

恒
道
は
乾
隆
十
（
一
七
四
五
）
年
五
月
三
日
、
伊
良
部
首
里
大
屋
子
の
こ
ろ

貢
物
宰
領
と
な
っ
て
、
洲
鎌
目
差
ら
と
と
も
に
上
国
、
同
年
十
二
月
十
九
日
那

覇
か
ら
帰
途
に
つ
い
た
が
、
暴
風
に
あ
っ
て
同
月
二
十
五
日
台
湾
の
ど
こ
と
も

し
れ
ぬ
海
岸
近
く
に
漂
着
し
た
。
飲
料
水
が
乏
し
く
な
っ
て
い
た
た
め
小
舟
を

お
ろ
し
て
水
汲
み
に
行
く
と
、
大
勢
の
人
が
刀
を
振
り
か
ざ
し
て
襲
っ
て
き
た

の
で
、
そ
の
ま
ま
船
へ
逃
げ
帰
っ
た
。 

越
え
て
一
月
五
日
近
く
に
帆
柱
は
折
れ
、
舵
も
も
ぎ
と
ら
れ
て
航
行
の
自
由

を
失
っ
た
中
国
船
が
近
づ
い
て
き
た
。
も
は
や
沈
没
寸
前
で
あ
り
、「
我
等
も
死

活
は
未
だ
定
ま
ら
な
い
が
、
見
殺
し
す
る
に
忍
び
な
い
」
と
、
総
員
二
十
四
人

を
救
助
し
た
。
残
り
少
な
い
食
料
、
飲
料
を
分
ち
合
っ
て
中
国
へ
向
っ
た
が
、

ま
た
も
逆
風
に
あ
っ
て
一
月
十
五
日
台
湾
府
の
金
包
里
近
く
で
難
破
、
乗
員
は

残
ら
ず
泳
い
で
上
陸
、
救
助
さ
れ
て
福
建
の
琉
球
館
へ
送
ら
れ
た
。
清
国
皇
帝

慶 き

世 よ

村 む
ら

恒 こ
う

任 に
ん 
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は
恒
道
ら
の
義
挙
を
知
っ
て
賞
賛
し
宰
領
二
人
、
船
子
四
十
二
人
に
そ
れ
ぞ
れ

藍
布
四
端
、
綿
花
四
包
、
茶
一
包
、
麦
粉
一
包
、
老
酒
二
甕
、
豚
二
匹
、
羊
二

匹
を
お
く
っ
た
。
二
年
間
滞
在
の
の
ち
進
貢
船
で
帰
国
し
た
。
清
国
皇
帝
、
台

湾
府
等
の
書
に
よ
っ
て
恒
道
ら
の
行
為
を
知
ら
さ
れ
た
王
尚
敬
は
、
恒
道
に
勢

頭
座
敷
、
目
差
に
筑
登
之
座
敷
を
与
え
て
賞
し
た
。
こ
う
し
て
恒
道
ら
は
乾
隆

十
三
（
一
七
四
八
）
年
三
月
よ
う
や
く
宮
古
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。 

恒
道
は
そ
の
の
ち
多
良
間
首
里
大
屋
子
、
狩
俣
首
里
大
屋
子
を
へ
て
乾
隆
二

十
七
壬
午
（
一
七
六
二
）
年
八
月
、
平
良
大
首
里
大
屋
子
へ
と
昇
進
し
て
い
る
。

英
俊
氏
か
ら
の
そ
の
後
の
頭
職
輩
出
は
こ
の
恒
道
の
義
挙
の
も
た
ら
し
た
も
の

だ
と
『
宮
古
史
伝
』
は
記
し
て
い
る
。
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
六
月
十
日
、

平
良
市
熱
帯
植
物
園
内
に
、
平
良
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
砂
川
玄
隆
会
長
）
に

よ
っ
て
、「
平
良
恒
道
顕
彰
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
。
な
お
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）

年
、
廃
藩
置
県
後
の
戸
籍
整
備
に
さ
い
し
て
、
英
俊
氏
系
統
の
多
く
は
池
村
、

伊
志
嶺
、
垣
花
姓
な
ど
を
名
乗
っ
て
お
り
、
慶
世
村
姓
は
き
わ
め
て
少
な
い
。 

 

一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年 

4
・
21 

砂
川
間
切
下
里
村
大
原
一
二
六
（
現
宮
古
島
市
平
良
下
里
七
六
三
、

上
角
自
治
会
）
で
、
父
恒
綱
（
明
治
四
年
五
月
十
三
日
生
・
十
二
年

八
月
三
日
相
続
）
、
母
マ
ツ
（
下
里
村
、
白
川
氏
後
裔
・
奥
平
恵
任
長

女
、
慶
応
三
年
十
月
六
日
生
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
童
名
「
茶

武
」
と
名
付
け
ら
れ
る
。
祖
父
は
恒
規
、
祖
母
メ
ガ
は
西
里
村
・
幸

地
良
教
四
女
、
嘉
永
元
年
九
月
十
三
日
生
。 

 

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年 

8
・
9 

父
恒
綱
死
去
す
る
。
二
十
六
歳
二
か
月
。 

8
・
30 

六
歳
で
家
督
を
相
続
す
る
。
前
年
六
月
弟
恒
良
は
一
歳
八
か
月
で
死

去
し
て
お
り
、
相
続
時
の
家
族
は
母
マ
ツ
三
十
歳
、
妹
カ
マ
ド
生
後

九
か
月
、
祖
母
メ
ガ
四
十
八
歳
の
女
性
ば
か
り
三
人
で
あ
る
。 

同
年
成
立
す
る
「
東
大
原
隣
所
契
約
書
」
に
慶
世
村
恒
任
名
で
加
入

す
る
（
加
入
58
名
）。 

 

一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年 

4
・
1 

平
良
尋
常
小
学
校
（
現
宮
古
島
市
立
北
小
学
校
）
に
入
学
す
る
。 

 

一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年 

3
・ 

 

同
校
卒
業
。 

4
・
1 

宮
古
島
高
等
小
学
校
（
一
九
〇
四
年
平
良
高
等
小
学
校
と
改
称
）
に

入
学
す
る
。
同
期
に
池
村
恒
章
、
下
里
加
味
、
平
良
進
ら
が
い
る
。 

 

こ
の
年
十
二
月
末
日
を
も
っ
て
宮
古
・
八
重
山
の
土
地
整
理
は
終
了

し
て
、
一
六
三
七
年
以
来
の
人
頭
税
廃
止
。
翌
年
一
月
一
日
他
県
同

様
の
国
税
徴
収
法
並
び
に
地
租
条
例
適
用
さ
れ
る
。
同
時
に
徴
兵
令

も
免
除
規
定
を
解
除
し
、
全
面
適
用
と
な
る
。 

 

一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年 

10
・ 

 

母
家
一
棟
普
請
す
る
（
茅
葺
き
？
）。 

 

一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年 

3
・ 

 

平
良
高
等
小
学
校
卒
業
。 

4
・ 

 
沖
縄
県
師
範
学
校
本
科
一
部
に
入
学
す
る
。
寄
宿
舎
に
入
り
、
消
灯

時
間
後
は
押
入
れ
に
ロ
ー
ソ
ク
を
持
ち
込
む
な
ど
、
舎
監
に
隠
れ
て

『
不
如
帰
』（
蘆
花
）、『
金
色
夜
又
』（
紅
葉
）
等
の
文
学
書
に
読
み
ふ
け
る
。 
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一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年 

時
期
未
詳 

四
年
生
の
こ
ろ
流
行
性
脳
膜
炎
を
患
い
、
一
命
は
取
り
止
め
た
が

翌
年
退
学
、
帰
省
し
た
と
伝
わ
る
。 

 
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年 

月
日
未
詳 

台
所
一
棟
普
請
す
る
（
茅
葺
き
？
）
。 

〃 
 

徴
兵
検
査
を
受
け
て
合
格
、
熊
本
の
歩
兵
第
十
三
連
隊
（
一
説
に
都

城
二
十
三
連
隊
）
に
入
営
す
る
。 

 

一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
・
大
正
元
）
年 

9
・ 

 

歩
兵
第
二
十
四
連
隊
射
撃
演
習
で
成
績
優
秀
に
付
き
入
賞
す
る
（
連

隊
長
陸
軍
歩
兵
大
佐 

横
地
長
幹
）
。 

（
二
十
四
連
隊
は
福
岡
市
に

本
部
を
お
い
て
お
り
、
入
営
先
に
つ
い
て
熊
本
・
都
城
両
説
あ
る
も
、

あ
る
い
は
福
岡
で
あ
っ
た
や
も
し
れ
な
い
）
。 

 

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年 

月
日
未
詳 

除
隊
、
帰
郷
す
る
。 

 

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年 

8
・
13 

長
男
恒
一
生
ま
れ
る
（
の
ち
恒
夫
と
改
名
、
生
母
カ
メ
は
西
里
村
在 

下
地
恵
添
・
カ
マ
ド
の
長
女
、
明
治
二
十
三
年
二
月
五
日
生
で
、
大

正
六
年
十
一
月
二
十
三
日
付
で
入
籍
、
同
八
年
十
一
月
二
十
八
日
午

後
二
時
死
去
）
。 

こ
の
こ
ろ
自
宅
で
ガ
リ
版
刷
り
『
宮
古
朝
日
新
聞
』
を
創
刊
。
取
材

か
ら
執
筆
、
ガ
リ
切
り
ま
で
一
人
で
処
理
し
た
と
伝
わ
る
（
稲
村
賢

敷
著
『
宮
古
島
庶
民
史
』
一
九
五
七
年
は
大
正
四
年
創
刊
と
記
す
）。 

                          

〈
資
料
１
〉
賞
状
（
写
）
大
正
元
年
（
平
恒
次
教
授
提
供
） 
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平
良
・
城
辺
・
下
地
三
村
組
合
の
、
い
わ
ゆ
る
三
村
道
路
の
開
通
を

記
念
し
て
、「
三
村
民
の
歌
」
を
作
詞
・
作
曲
し
て
流
行
さ
せ
る
。（「
宮

国
家
の
カ
マ
ド
小
」
な
ど
多
く
の
俗
謡
を
作
詞
し
て
、
沖
縄
民
謡
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て
流
行
さ
せ
た
と
も
伝
わ
る
）。 

10
・
8
～
22 

清
村
泉
水
名
で
『
琉
球
新
報
』
に
「
宮
古
女
性
史
」
を
発
表

す
る
（
六
回
）
。 

 

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年 

11
・
10 

大
正
天
皇
即
位
に
と
も
な
う
「
御
大
典
」
祝
賀
行
事
に
向
け
て
、「
大

正
四
年
秋
半
ば
…
」
で
始
ま
る
歌
・
曲
を
つ
く
っ
て
流
行
さ
せ
、
ま

た
青
年
男
女
を
あ
つ
め
て
演
劇
活
動
を
始
め
た
と
伝
わ
る
。 

 

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年 

時
期
未
詳 

熊
本
連
隊
へ
予
備
役
入
隊
す
る
（
伍
長
勤
務
上
等
兵
）。
除
隊
後
も

帰
郷
せ
ず
お
よ
そ
二
年
間
、
平
戸
、
五
島
の
各
離
島
は
じ
め
北
九
州

各
地
を
め
ぐ
っ
て
童
話
や
講
談
を
語
り
歩
く
。
大
正
八
年
ご
ろ
「
母

危
篤
」
の
電
報
で
帰
郷
す
る
（
師
範
時
代
の
病
気
や
こ
の
間
の
様
ざ

ま
な
も
の
入
り
で
、
家
産
の
大
半
を
傾
け
た
と
伝
わ
る
）。 

 

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年 

4
・ 

『
先
島
新
聞
』（
月
三
回
発
行
＝
5
・
15
・
25
日
、
本
社
・
八
重
山
石

垣
村
、
社
主
・
松
下
晩
翠
、
東
京
出
身
）
宮
古
支
局
に
つ
と
め
、
同

紙
附
録
宮
古
号
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
る
。「
清
村
泉
水
」
あ
る
い
は「
泉

水
」
の
筆
名
で
多
く
の
通
信
を
書
く
。
四
か
月
後
退
社
す
る
（
紙
面

で
は
五
・
五
付
に
入
社
、
八
・
一
五
付
に
退
社
の
社
告
）。 

5
・
5
～
6
・
5 

与
那
国
の
鬼
虎
の
娘
を
題
材
に
し
た
一
八
七
行
の
長
編

叙
事
詩
「
先
島
秘
史
哀
歌
・
敗
将
の
娘
」
を
四
回
連
載
す
る
。 

9
・
13 

午
前
十
二
時
、
妹
カ
マ
ド
本
籍
地
で
死
去
（
22
歳
9
月
） 

11
・
28 

妻
カ
メ
死
去
（
29
歳
9
月
） 

 

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年 

5
・
10 

宮
古
初
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
兼
島
方
茂
・
下
地
徹
・
本
村
昌
剛
・

田
崎
昌
位
・
垣
花
実
令
ら
と
と
も
に
立
津
春
方
（
憲
政
会
）
を
支
持

し
て
、
盛
島
明
長
（
政
友
会
）
ら
と
激
し
く
対
立
す
る
。『
宮
古
新
報
』

に
拠
っ
て
論
陣
を
は
り
、
あ
る
い
は
蔵
元
跡（
現
共
和
ホ
テ
ル
附
近
）

や
マ
イ
ヌ
モ
ー
（
現
宮
古
神
社
）
等
の
演
説
会
場
で
演
壇
に
立
っ
て

立
津
の
推
薦
演
説
を
し
た
と
伝
わ
る
。 

恒
任
は
司
会
も
つ
と
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
「
ミ
ャ
ー
ク
ン
ウ

テ
ィ
、
カ
ン
テ
ィ
ア
ッ
ザ
イ
ウ
ラ
マ
ウ
、
シ
ユ
ン
ポ
ウ
シ
ン
シ
ィ
ー

ガ
ド
ウ
、
ン
ナ
マ
カ
ラ
、
エ
ン
ゼ
ツ
サ
ー
イ
バ
、
ン
ー
ナ
シ
ィ
キ
ス

キ
ィ
フ
ィ
サ
マ
チ
ヨ
ー
…
」（
宮
古
で
神
の
如
く
仰
が
れ
て
お
ら
れ
る

春
方
先
生
が
今
か
ら
演
説
す
る
の
で
、
皆
で
聞
い
て
下
さ
い
よ
…
）

と
方
言
で
紹
介
し
た
、
と
い
う
（
奥
平
恵
可
先
生
回
顧
談
）
。 

月
日
未
詳 

こ
の
年
、
母
家
を
葺
き
替
え
る
（
茅
葺
き
？
）
。 

 

一
九
二
一
（
大
正
十
）
年 

9
・
10 

七
原
尋
常
小
学
校
（
22
・
4
・
21
松
林
尋
常
小
学
校
と
合
併
、
鏡

原
尋
常
小
学
校
と
改
称
）
代
用
教
員
と
な
る
。
一
～
二
年
生
を
担
任
、

教
え
子
に
中
山
勇
吉
・
新
城
盛
雄
ら
が
い
る
。 

稲
村
賢
敷
著『
宮
古
島
庶
民
史
』（
一
九
五
七
年
）
は「
大
正
十（
九
？
）

年
に
は
慶
世
村
、
瀬
名
波
（
進
）、
富
永
（
岩
雄
）
各
氏
が
一
緒
に
な
っ

て
宮
古
時
報
紙
の
発
刊
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
時
始
め
て
活
字
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印
刷
の
新
聞
が
宮
古
に
出
来
た
よ
う
に
思
う
」
と
記
す
。 

 

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年 

1
・
25 

七
原
尋
常
小
学
校
准
訓
導
と
な
る
。
在
職
中
「
世
界
に
は
こ
れ
ほ
ど

多
く
の
面
白
い
話
が
あ
る
の
に
わ
が
宮
古
に
は
何
も
な
い
の
か
」
と

の
児
童
の
質
問
に
発
奮
し
て
、
同
僚
に
諮
っ
て
ガ
リ
版
刷
り
『
島
物

語
』
（
未
確
認
）
を
発
刊
す
る
。 

11
・
15 

伊
良
部
尋
常
高
等
小
学
校
へ
転
勤
す
る
。 

 

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年 

11
・
13 

新
里
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
上
野
小
）
へ
転
勤
す
る
。
六
年
生
を
担

任
、
教
え
子
に
下
地
明
文
（
砂
川
明
芳
長
兄
）
ら
が
い
る
。 

 

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年 

1
・
25 

同
校
を
依
願
退
職
す
る
。
退
職
後
は
三
度
び
新
聞
編
集
に
従
事
し
た

と
伝
わ
る
も
詳
細
は
未
詳
。 

 

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年 

7
・
20 

「
宮
古
神
社
」
鎮
座
祭
を
記
念
し
て
南
島
史
蹟
保
存
会
（
平
良
町
字

下
里
七
六
三
・
著
者
住
所
）
か
ら
『
宮
古
五
偉
人
伝
』
の
小
誌
を
発

行
す
る
（
初
の
中
山
朝
貢
＝
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
、
宮
古
中
興
の
祖

＝
仲
宗
根
豊
見
親
、
宮
古
上
布
創
製
＝
稲
石
刀
自
、
甘
藷
導
入
＝
長

真
氏
旨
屋
、
造
林
＝
白
川
氏
恵
根
ら
五
人
を
収
録
）
、
三
二
頁
、
定
価

六
〇
銭
。
巻
末
に
田
中
春
栄
著
『
宮
古
ア
ヤ
ゴ
選
釈
』
と
共
に
『
宮

古
史
伝
』
の
近
刊
予
告
を
す
る
。 

 

   

                       〈
資
料
２
〉
近
刊
予
告 

見
よ
！
此
の
驚
く
べ
き
大
姉
妹
篇
の
出
現
を
！ 
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一
九
二
六
（
大
正
十
五
・
昭
和
元
）
年 

夏
・ 

 

大
阪
外
国
語
学
校
ロ
シ
ア
語
教
師
ニ
コ
ラ
イ
・
A
・
ネ
フ
ス
キ
ー
の

二
度
め
の
宮
古
調
査
に
同
行
、
協
力
す
る
（
8
・
7 

幸
地
良
章
〔
久

松
小
校
長
・
立
津
春
方
義
弟
、
の
ち
三
島
姓
〕
と
「
ニ
ー
マ
墓
」
庭

で
、
根
間
の
旧
家
に
「
美
人
の
生
れ
ぬ
わ
け
」
を
語
る
。
8
・
17
「
月

の
ア
カ
リ
ヤ
ザ
ガ
マ
の
話
」
に
つ
い
て
語
る
。
月
日
未
詳
「
宮
古
島

子
供
遊
戯
資
料
」
に
つ
い
て
語
る
）
。 

11
・
7 

二
男
恒
次
生
ま
れ
る
（
実
母
平
良
メ
ガ
ガ
マ
〔
西
里
一
六
九
平
良
寛

明
・
マ
ツ
二
女
、
明
治
二
九
・
一
〇
・
三
生
〕
も
未
だ
入
籍
せ
ぬ
う

ち
父
恒
任
死
去
の
た
め
、
平
良
〔
の
ち
平
〕
姓
の
ま
ま
と
な
る
）。 

 

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年 

2
・
20 

病
躯
を
お
し
て
宮
古
史
を
初
め
て
体
系
化
し
た
『
宮
古
史
伝 

全
』

を
仲
地
活
版
印
刷
所
（
平
良
町
西
里
三
一
一
）
、南
島
史
蹟
保
存
会
（
平

良
町
字
西
里
三
〇
七
、
砂
川
真
修
並
び
に
発
売
所
大
野
書
店
住
所
）

か
ら
発
行
す
る
（
砂
川
真
修
・
砂
川
真
章
兄
弟
・
下
地
敏
之
ら
が
協

力
。
さ
ら
に
同
書
「
改
訂
修
補
版
」『
宮
古
現
代
誌
』『
宮
古
党
争
史

論
』
の
執
筆
、
刊
行
を
予
告
す
る
も
著
者
死
去
に
よ
り
総
て
未
刊
と

な
る
）
、
定
価
二
円
。 

12
・
20 

『
曲
譜
附
宮
古
民
謡
集
』
第
一
輯
を
南
島
史
蹟
保
存
会
か
ら
発
行
す

る
（
以
後
一
九
二
八
年
二
月
・
四
月
・
六
月
の
三
回
順
次
二
～
四
輯

の
発
行
を
予
告
す
る
も
未
刊
と
な
る
）
、
定
価
各
五
〇
銭
。 

時
期
未
詳 

現
上
角
里
一
帯
に
呼
び
か
け
て
屋
敷
の
一
隅
を
提
供
、
共
同
井
戸

を
掘
る
（
俗
称
・
西
ウ
プ
バ
リ
ガ
ー
）
。
往
時
の
こ
と
に
つ
い
て
、
近

所
の
そ
の
か
み
の
少
年
少
女
た
ち
は
、
つ
ね
に
机
を
前
に
書
見
し
、

あ
る
い
は
執
筆
に
ふ
け
る
〃
学
者
風
〃
の
恒
任
を
〃
チ
ャ
ム
主
〃
と

よ
ん
で
畏
敬
の
念
で
み
て
い
た
と
語
る
。 

 

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年 

2
・
1
（
1
・
25
？
） 

『
沖
縄
宮
古
新
聞
』
を
創
刊
す
る
（
毎
月
五
・
十
・

十
五
・
二
十
・
二
十
五
・
三
十
日
発
刊
の
月
六
回
刊
）
。
こ
の
こ
ろ
県

立
宮
古
中
学
校
の
創
立
記
念
運
動
会
の
持
ち
方
を
め
ぐ
っ
て
宮
古
郡

教
育
会
の
、「
彦
馬
会
」
と
称
す
る
平
良
恵
路
・
下
地
恒
規
・
松
川
恵

伝
ら
の
若
き
教
師
グ
ル
ー
プ
と
県
視
学
池
村
恒
章
と
が
地
元
紙
上
で

論
争
し
た
と
伝
わ
る
。
若
き
教
師
グ
ル
ー
プ
は
慶
世
村
の
『
宮
古
新

報
』、
県
視
学
は
瀬
名
波
進
の
『
宮
古
民
友
新
聞
』
に
拠
る
と
伝
わ
る
（
伊

志
嶺
賢
二
『
回
顧
二
十
年 

宮
古
教
育
界
夜
話
』
一
九
六
一
年
）
が
、
あ

る
い
は
慶
世
村
の
そ
れ
は
『
沖
縄
宮
古
新
聞
』
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。 

9
・
5
～
12
・
20 

『
沖
縄
宮
古
新
聞
』
に
「
仲
宗
根
豊
見
親
組
躍
書
」
校

訂
連
載
（
18
回
）
す
る
。 

 

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年 

1
・
19 

午
後
八
時
、
本
籍
地
で
死
去
、
三
七
歳
一
〇
か
月
、
法
名
「
文
誉
良

章
信
士
」 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年 

6
・
25 

『
宮
古
史
伝
』
台
湾
・
台
北
で
須
藤
利
一
ら
に
よ
っ
て
ガ
リ
版
刷
り

再
版
さ
れ
る
（
巻
頭
に
ワ
ラ
算
、
大
立
大
殿
ミ
ャ
ー
カ
、
洲
鎌
の
「
古

墳
」、「
人
頭
税
」
石
な
ど
写
真
六
点
、
宮
古
地
図
収
録
）。 

 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年 

8
・
28 

須
藤
利
一
（
台
北
）
ら
の
『
南
島
』
第
一
輯
末
に
「
南
島
叢
書
」
第

 

235(縦 6) 



宮古島市総合博物館紀要 第 30号（2026） 

二
編
と
し
て
『
宮
古
史
伝
』
近
刊
予
告
さ
れ
る
。 

 

一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年 

12
・
27 

宮
古
支
庁
改
称
し
て
宮
古
民
政
府
は
「
郷
土
文
化
功
労
者
」
と
し
て

歴
史
家
＝
伊
波
普
猷
・
富
盛
寛
卓
・
慶
世
村
恒
任
ら
三
氏
の
合
同
追

悼
会
を
催
す
。
西
原
雅
一
・
下
地
敏
之
ら
が
慶
世
村
の
生
前
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
す
る
（
当
日
の
も
よ
う
は
一
九
四
八
・
四
・
一

宮
古
文
化
連
盟
発
行
『
文
化
』
四
月
号
に
掲
載
）。 

 

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年 

9
・
15 

平
良
彦
一
編
著
『
楽
譜
附 
宮
古
民
謡
選
集 

全
』
で
、
宮
古
民
謡

「
東
里
真
中
」
の
解
説
中
、
慶
世
村
恒
任
は
「
ト
ノ
グ
シ
ク
」
は
「
己 ド

ウ

の
城
」
と
主
張
し
て
八
重
山
渡
来
説
を
否
定
し
た
、
と
記
す
。 

 

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年 

11
・
1 

『
宮
古
史
伝
』
那
覇
で
伊
志
嶺
賢
二
に
よ
っ
て
活
版
刷
り
刊
行
さ
れ

る
（
巻
頭
に
遺
影
と
漲
水
御
嶽
の
写
真
各
一
頁
追
加
掲
載
、
歴
史
家

比
嘉
春
潮
乞
わ
れ
て
推
奨
文
「
序
」
を
よ
せ
る
）。 

 

一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年 

7
・
10 

伊
志
嶺
賢
二
は
『
回
顧
二
十
年 

宮
古
教
育
界
夜
話
』
で
、
一
九
二

〇
年
の
「
初
の
代
議
士
選
挙
」
並
び
に
一
九
二
八
年
の
県
立
二
中
分

校
（
翌
年
独
立
宮
古
中
学
）
創
立
を
め
ぐ
っ
て
、「
彦
馬
会
の
啓
蒙
運

動
」
中
、
慶
世
村
恒
任
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。 

  

                          

〈
資
料
３
〉
『
宮
古
史
伝
』
「
序
」
（
一
九
五
五
年
） 
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一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年 

10
・
21 

『
週
刊
宮
古
』
六
六
号
は
新
聞
週
間
座
談
会
「
宮
古
島
の
新
聞
史
と

先
覚
者
～
現
役
記
者
が
語
る
そ
の
盛
衰
」
で
下
地
徹
ら
、
草
創
期
の

宮
古
新
聞
界
に
つ
い
て
慶
世
村
恒
任
を
取
り
あ
げ
る
。 

 

一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年 

3
・
25 

中
山
勇
吉
は
『
鏡
原
小
学
校
創
立
四
十
周
年
記
念
誌
』
で
、「
思
い

出
の
恩
師
達
」
を
執
筆
、
二
年
生
の
時
の
担
任
慶
世
村
恒
任
に
つ
い

て
ふ
れ
る
。 

 

一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年 

10
・
21 

『
宮
古
史
伝
』（
復
刻
版
）
吉
村
玄
得
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
（
寄

稿 

慶
世
村
恒
夫
・
仲
松
恵
爽
）
。 

12
・
28 

島
尻
勝
太
郎
は
『
琉
球
新
報
』
に
「
『
宮
古
史
伝
』
の
復
刻
に
つ
い

て
」
を
執
筆
す
る
。 

 

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年 

3
・
31 

仲
宗
根
將
二
は
『
沖
縄
県
史
』
別
巻
に
『
宮
古
史
伝
』
を
執
筆
す
る
。 

7
・
19 

吉
村
玄
得
（
筆
名
・
松
下
仁
）
は
『
宮
古
毎
日
新
聞
』
に
「『
宮
古

史
伝
』
と
の
出
会
い
」
を
執
筆
す
る
。 

 

一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年 

7
・
15 

仲
宗
根
將
二
は
『
宮
古
研
究
』
創
刊
号
に
「
慶
世
村
恒
任
の
宮
古

研
究
に
つ
い
て
」
（
試
論
）
を
発
表
す
る
。 

 

一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年 

6
・
15 

慶
世
村
恒
任
没
五
〇
年
を
記
念
し
て
慶
世
村
恒
任
を
顕
彰
す
る
会

（
砂
川
恵
敷
会
長
）
設
立
さ
れ
る
。 

11
・
30 

宮
国
定
徳
は
『
平
良
市
史
』
第
一
巻
通
史
編
1
（
先
史
～
近
代
）

に
「
慶
世
村
恒
任
と
『
宮
古
史
伝
』」
を
執
筆
す
る
。 

 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年 

2
・
20 

慶
世
村
恒
任
を
顕
彰
す
る
会
は
平
良
市
の
同
意
を
得
て
平
良
市
熱
帯

植
物
園
入
口
附
近
松
林
に
道
路
に
面
し
て
〃
宮
古
研
究
の
父 

慶
世

村
恒
任
之
碑
〃
建
立
、除
幕
式
を
挙
行
す
る（
碑
文
日
付
は
一
九
七
九
・

一
二
・
二
〇
、
揮
毫
・
池
間
昌
彦
、
刻
字
・
仲
本
正
雄
、
施
工
・
司
組
）。 

 

一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年 

3
・
31 

仲
宗
根
將
二
は
『
宮
古
研
究
』
3
号
に
「
慶
世
村
恒
任
と
草
創
期

の
宮
古
新
聞
界
に
つ
い
て
」
を
発
表
す
る
。 

 

一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年 

5
・
30 

仲
宗
根
將
二
は
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
刊
『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
上
巻
に

「
慶
世
村
恒
任
」
、
同
下
巻
に
「
宮
古
史
伝
」
を
執
筆
す
る
。 

10
・
24 

平
良
好
児
は
『
日
刊
宮
古
』
に
「
新
聞
記
者
と
し
て
の
慶
世
村
恒
任

に
就
い
て
～
先
島
新
聞
附
録
宮
古
号
の
発
刊
」
を
発
表
す
る
。 

11
・
10
～
12 

平
良
好
児
は
『
琉
球
新
報
』
に
「
叙
事
詩
『
敗
将
の
娘
』
～
慶

世
村
恒
任
の
長
編
詩
」
を
発
表
（
連
載
三
回
）
す
る
。 

 
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
）
年 

3
・ 

 

砂
川
明
芳
は
『
鏡
原
小
六
〇
周
年
』
収
録
「
鏡
原
小
学
校
の
生
い
立

ち
」
で
同
校
の
前
身
七
原
小
在
職
時
代
の
慶
世
村
恒
任
に
つ
い
て
紹
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介
す
る
（
同
記
念
誌
は
新
城
盛
雄
「
茶
山
の
お
化
け
―
マ
ウ
ガ
ン
（
守

神
）
で
命
拾
い
」
と
題
し
た
慶
世
村
恒
任
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
収
録
）。 

3
・
31 

砂
川
明
芳
は
『
平
良
市
史
編
集
だ
よ
り
』
一
四
号
に
「
慶
世
村
恒
任

の
周
縁
」
を
発
表
す
る
。 

9
・
14 
砂
川
明
芳
は
『
宮
古
島
郷
土
史
考
』
第
三
部
で
「
第
二
節 

慶
世
村

恒
任
と
教
え
子
」
を
執
筆
す
る
。 

 

一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年 

10
・
28 

仲
宗
根
將
二
は
郷
土
史
講
座
第
10
講
で
郷
土
の
人
物
像
「
慶
世
村

恒
任
と
稲
村
賢
敷
」
を
発
表
す
る
。 

 

一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年 

3
・
15 

仲
宗
根
將
二
は
『
平
良
市
史
』
第
八
巻
資
料
編
6
（
考
古
・
人
物
・

補
遺
）
に
「
慶
世
村
恒
任
」
を
執
筆
す
る
。 

11
・
9 

仲
宗
根
將
二
は
県
立
図
書
館
宮
古
分
館
主
催
第
一
六
回
郷
土
史
講

座
で
「
慶
世
村
恒
任
と
宮
古
研
究
」
を
担
当
す
る
。 

 

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年 

4
・ 

 

慶
世
村
恒
任
を
顕
彰
す
る
会
（
砂
川
恵
敷
会
長
）
は
事
務
局
を
担
当

し
た
宮
古
郷
土
史
研
究
会
に
残
金
四
四
万
一
四
八
八
円
を
活
動
費
と

し
て
寄
託
す
る
。 

 

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年 

3
・
22 

仲
宗
根
將
二
は
宮
古
郷
土
史
研
究
会
三
月
定
例
会
で
「
宮
古
研
究
の

父
慶
世
村
恒
任
生
誕
百
年
」
を
発
表
す
る
。 

9
・
20 

平
良
新
亮
は
宮
古
郷
土
史
研
究
会
九
月
定
例
会
で
「
『
宮
古
史
伝
』 

                          

〈
資
料
４
〉
慶
世
村
恒
任
顕
彰
趣
意
書
（
一
九
七
九
年
） 
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と
慶
世
村
恒
任
」
を
発
表
す
る
。 

10
・
18 

下
地
利
幸
は
宮
古
郷
土
史
研
究
会
十
月
定
例
会
で
「
慶
世
村
恒
任
の

人
物
像
」
に
つ
い
て
発
表
す
る
。 

 
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年 

1
・
23 

台
湾
で
須
藤
利
一
ら
に
よ
っ
て
ガ
リ
版
刷
り
で
発
行
さ
れ
た
「
宮
古

史
伝
」
は
県
立
図
書
館
を
通
し
て
宮
古
分
館
に
委
管
さ
れ
る
。 

8
・
29 

宮
古
郷
土
史
研
究
会
は
慶
世
村
恒
任
生
誕
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、

県
立
図
書
館
宮
古
分
館
で
〃
慶
世
村
恒
任
を
語
る
集
い
〃
を
催
す

（
報
告
者
＝
下
地
利
幸
「
慶
世
村
恒
任
の
人
物
像
」、
平
良
新
亮
「『
宮

古
史
伝
』
と
慶
世
村
恒
任
」
、
仲
宗
根
將
二
「
世
評
」
に
み
る
慶
世
村

恒
任
像
、
司
会
・
下
地
康
夫
）
。 

              

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年 

10
・
15 

仲
宗
根
將
二
は
慶
世
村
恒
任
も
慶
世
村
家
世
帯
主
と
し
て
加
盟
す

る
「
東
大
原
隣
所
契
約
書
」
を
ひ
る
ぎ
社
刊
『
地
域
と
文
化
』
73
号

に
紹
介
す
る
（
一
九
九
三
年
三
月
宮
古
郷
土
史
研
究
会
定
例
会
で
発

表
）。 

10
・
31 

宮
古
郷
土
史
研
究
会
は
『
宮
古
研
究
』
6
号
で
「
慶
世
村
恒
任
生

誕
百
年
」
を
特
集
す
る
（
下
地
利
幸
・
平
良
新
亮
・
仲
宗
根
將
二
）。 

 

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年 

2
・
8
～
3
・
27 

仲
宗
根
將
二
は
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
の
「
人
物
列
伝 

沖

縄
言
論
の
百
年
」
シ
リ
ー
ズ
に
「
慶
世
村
恒
任
」
を
連
載
す
る
（
32

回
）。 

7
・
20 

仲
宗
根
將
二
は
恒
任
執
筆
と
想
定
さ
れ
る
『
先
島
新
聞
宮
古
附
録
号
』

（
一
九
一
九
＝
大
正
八
・
五
・
二
〇
）
コ
ラ
ム
「
千
里
眼
」
に
つ
い

て
、「
悲
運
に
泣
く
糟
糠
の
妻
～
宮
古
女
性
史
の
一
環
と
し
て
」
と
題

し
て
宮
古
郷
土
史
研
究
会
七
月
定
例
会
で
紹
介
す
る
。 

 

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年 

12
・ 

 

平
恒
次
米
国
・
イ
リ
ノ
イ
大
学
教
授
は
母
喜
美
子
（
恒
任
夫
人
）
の

三
回
忌
を
記
念
し
て
宮
古
郷
土
史
研
究
会
に
十
万
円
寄
贈
す
る
。 

 

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年 

11
・
28 

仲
宗
根
將
二
は
『
新
版 

宮
古
史
伝
』（
東
京
・
冨
山
房
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
に
「
解
説 

慶
世
村
恒
任
と
『
宮
古
史
伝
』
」
を
執
筆

す
る
。 

 

『宮古史伝』1976 年復刻版（吉村玄得） 
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二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年 

1
・
9 

仲
宗
根
將
二
は
『
宮
古
郷
土
史
研
究
会
会
報
』
170
号
に
「
新
版 

宮

古
史
伝
」
と
し
て
三
十
余
年
振
り
四
度
め
の
復
刻
版
を
紹
介
す
る
。 

1
・
25 

仲
宗
根
將
二
は
『
新
版 

宮
古
史
伝
』
を
『
琉
球
新
報
』
に
紹
介
す

る
。 

4
・
4 

平
良
勝
保
は
『
新
版 

宮
古
史
伝
』
を
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
に
紹
介

す
る
。 

 

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年 

3
・
30 

宮
川
耕
次
は
『
宮
古
島
市
史
』
第
一
巻
通
史
編
「
み
や
こ
の
歴
史
」

に
「
慶
世
村
恒
任
と
『
宮
古
史
伝
』
」
を
執
筆
す
る
。 

 

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年 

2
・
20 

宮
古
人
材
史
研
究
会
・
宮
古
の
自
然
と
文
化
を
考
え
る
会
は
「
宮
古

の
先
達
・
五
人
の
学
識
者
た
ち
の
業
績
・
知
的
遺
産
と
そ
の
継
承
」

を
テ
ー
マ
に
平
良
下
里
・
働
く
女
性
の
家
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
催
す
。

金
井
喜
久
子
（
三
島
わ
か
な
・
新
城
悦
子
）
、
慶
世
村
恒
任
・
稲
村
賢

敷
（
仲
宗
根
將
二
）
、
砂
川
正
亮
（
荻
原
正
恵
・
砂
川
正
勝
・
垣
花
豊

順
）
、
工
藤
恵
栄
（
上
原
富
美
哉
・
木
村
茂
行
・
沢
岻
英
正
）
。 

 

二
〇
二
二
（
平
成
三
十
四
）
年 

3
・
24 

宮
古
人
材
史
研
究
会
「
宮
古
先
人
の
足
跡
」
を
刊
行
す
る
（
金
井
喜

久
子
・
慶
世
村
恒
任
・
稲
村
賢
敷
・
砂
川
正
亮
・
工
藤
恵
栄
）。 

   

                          

〈
資
料
５
〉
慶
世
村
恒
任
之
碑
（
一
九
八
〇
年
） 
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